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その解決に向けた研究調査、ご協力のお願い 

 

 平素より本会会務に格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

 このたび、標記研究調査について、本会宛てに協力依頼がございましたので、お知

らせいたします。本調査は、主に災害医療活動を行う薬剤師を対象に、薬剤師のアレ

ルギー疾患対応に関する災害医療への意識を可能な限り把握し、災害医療従事者がア

レルギー疾患患者への支援を行う際に役立つツール開発を目的としております。また、

本研究調査は、災害医療コーディネーター、栄養士、看護師との共同研究であり、ア

レルギー疾患対応に関する災害医療の多職種連携、地域連携の一助とすることも目的

になります。 

つきましては、会務ご多用の折恐れ入りますが、地域薬剤師会ならびに貴会会員

にご周知くださいますようお願い申し上げます。 

 

【下記URL又はQRコードから回答可能です】 

▼アンケートページアドレス 

https://forms.gle/iTZZV1AB6BDGZNam8 

▼アンケートQRコード 
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謹啓 時下、益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。平素より格別の御高配を賜り、

厚く御礼を申し上げます。 

 このたび、厚生労働省科学研究費：大規模災害時におけるアレルギー疾患患者の問題

の把握とその解決に向けた研究（代表 帝京大学小児科 小林茂俊）では災害医療従事

者の災害時アレルギー疾患対応に関するアンケート調査を実施することとなりました。

本調査は主に災害医療活動を行う薬剤師を対象に、薬剤師のアレルギー疾患対応に関す

る災害医療への意識を可能な限り把握し、災害医療従事者がアレルギー疾患患者への支

援を行う際に役立つツール開発を目的としております。また、本研究調査は、災害医療

コーディネーター、栄養士、看護師との共同研究であり、アレルギー疾患対応に関する

災害医療の多職種連携、地域連携の一助とすることも目的になります。なお、本調査の

協力依頼は、貴会をはじめ、各専門領域に対して、日本栄養士会、日本看護協会、日本

災害看護学会へも同様にご依頼しておりますことを申し添えます。お忙しい中、大変恐

縮ではございますが、ホームページに別紙アドレス、QRコードを掲示いただき、メーリ

ングリストなどで貴会会員の皆様への周知と協力のほどお願い申し上げます。 

謹白 

▼アンケートページアドレス 

https://forms.gle/iTZZV1AB6BDGZNam8 

▼アンケート QR コード 
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